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１ 取組のタイトル，テーマ 

  「身近な自然を知り，大切にする。」 

 

２ 取組の紹介 

（１） 環境を整備する 
① 校地内清掃 

学校内の環境整備を通して，自分たちが過ごす環境を整え，気持ちよく生活する態度を養 

いました。ペア学年やグループで協力して，秋には落ち葉や石拾いをしました。今年度は， 

小中連携の一環で小学生と中学生が協力して近くの公園の落ち葉拾いや桜の木の保全活動な     

ども計画されました。 

 

② 学校花壇の活用 

環境委員会では，学校花壇の世話や整備をすること，それらを皆に知ってもらうことで， 

自然環境への関心を深めました。 

  前年度に環境委員会の活動の一環で行われたニチバン巻き芯ＥＣＯプロジェクトの参加賞

としてもらった花の種を植えました。全校の協力を得て集めた巻き芯が，花を咲かせるという

形で皆に還元できると，委員会の児童が意欲的に世話を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （２）自然を守ろうとする態度の育成 

金剛沢小学校の近くには「天沼公園」や「三神峯公園」など，自然を有した公園があります。

子供たちにとっては身近に遊べる場所であり，ザリガニ釣りやカナヘビ捕り，花や草を集めるな

どしてふだんから楽しんでいます。今年度は，それぞれの学年が理科や生活科，総合的な学習の

時間などに公園に足を運びました。生活科の学習では，虫探しの活動から生態系などについて学

び，理科の学習では，季節によって自然環境にどのような変化があるのかを探しました。自分た

ちがいつも過ごしている場で学習を進めることで，より興味を持って環境を知り，自然を大切に

しようとする態度を養いました。 

 

３ 取組の成果（児童生徒の変容） 

     自然に触れ合い，豊かな環境を整備することで，自然環境を守ることの大切さを知ること

ができました。また，協力して自分たちの住む地域や身近な自然を守ろうとする態度を養う

ことができました。 

花について知ってもらおうと，環境委員会の児童が作成したポスター 


